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パーソナルコンピュータの現状と動向
PersonalComputer:Present Statusand FutureTrends

パMソナルコンピュータがオフィスオMトメーションのツールとしで脚光を浴び

ている｡そこで,パーソナルコンピュータについての一般的な王里解を深めるため,

その発生と需要構造の変遷,オフィスオートメーションとパーソナルコンピュータ

の関係,伝統的ビジネスコンピュータとの相違などの市場動向,及びハードウェア,

ソフトウェアの憧史と動向,日立パーソナルコンピュータの位置づけ,更に,ビジ

ネス用としての利用動向などにつし-て概要を述べる｡

ll 緒 言

我が国のパーソナルコンピュータの歴史はまだ5年そこそ

こであるが,1五千コニ業振興協会の調査では昭和55年の出荷実

績は約11フJ▲1,000子iに達するなど,成長が著しい`.)しかし,

パーソナルコンピュータは種々な点で｢伝統的コンピュータ+

とは相違しており,その有効活用に当たっては,これらの点

についての理解が必要であろう｡本稿はこれらの点に閲し一

般的背景を述べ,本号碓亨絨の別論文｢ベーシックマスタレベ

ル3システム+及び｢ビジネス用デスクトップコンビュⅦタ

いData Pa120''+の理解を深めることをノ‾副題Lている｡

臣l 市場動向

2.1 需要構造とその変遷

パⅥソナルコンビュⅥタ需要の先駆的役割を果たしたのは,

｢マイコンキット+を作るマイコンホビーイストたちであっ

た｡マイクロプロセッサが出現し,LSIを基板上に組み合わ

せることにより,小さくても,ストアードプログラム方式の

ディジタルコンピュータが実現できることは驚異的なできご

とであった｡このキットは,当初産業用のマイクロプロセソ

サ貝反売用の応用サンプルとして製品化されたが,ホビーイス

トの注目するところとなリマイコンブームのきっかけとなっ

たし,この段階では,LSIを恭板_Lに組み立てる作業と,出来

ヒがったハ【ドゥェアに機イ滅語でプログラムを作ることが,

ホビMイストの楽しみであった｡糸売いて,機弓戒語のプログラ

ムから,アセンブラ1〉,BASIC‖へとソフトウェアの高級化が

行なわれ,パ【ソナルコンピュータ完成品の登場ととい二,

プログラム作りがホビーの主体となった｡二の段階から,実

f-f才自勺活用が叫ばれ始めた〔)

しかし,当初のパーソナルコンピュータは,(1)表示文字数

が少ない,(2)ファイルがオーディオカセ､ソトテープレコーーグ

であり,アクセス時F削が廠めて長い｡(3)プリンタが放1毛式で

普通紙が使えない,などの欠点があった｡これら初期の製品

は,主としてホビー層,大学及び企業でのコンピュータ教育

用が需要層であった｡その後,これらの問題点もメこ々と改良

されるに至り,析りからのOA(オフィスオートメーション)

ブーームの･一袋を担うようになり,これまでの伝統的汎用コン

ピュータの世界にも浅からぬインパクトを与え始めている｡

図1は需要構造の変化を推定したものである｡

2.2 0Aとパーソナルコンピュータ

2.2.】 電子計算機室の限界

ビジネスの世界では,｢伝統的コンピュータ+か導入され事

務の合理化が進められてきた｡そのシステムの構築,維持管
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図l 需要構造の変化(推定) ホビー用からビジネス用へ,需要比率が

移行していると推定される｡

理,保守サービスなどは､ユーザーの電子計算機萎,サ)-ビ

ス会社,メ【カーなどを中心とする専門家集団の密接な連携

(これをウエットな関係と仮称しておく)によって行なわれて

きた｡そして,全社的共通業務,定型柑勺で構造化しやすい業

務については目覚ましい成果を挙げてきた｡しかし,個々の

現場の固有の業務は多種多様であるばかりでなく,非走′号,壬で

構造化し難い傾向があり,電子計算機室などの専門家集団の

要員数をはじめとする各種リソースに限界があり,コンピュ

ータ化に取り残される傾向にある｡OAとはこのような部分

をも含めてコンピュータ化を図り,オフィスの生産性向上を

目指すものである｡

パ∽ソナルコンピュータはプログラ ミ ングをはじめ,そグ)

維持,保守などは｢エンドユMサー自身か行なう+ことと,

これに基づく低価格を特長とするものである｡そのため,電丁一

計算機室が面倒を見切れない部分をエンドユーザー自身が処

置することができ,かつ安価な点が多くのビジネスマンの関

心事となってきた理由であろう｡

2.2.2｢伝統的コンピュータ+との相違

｢伝統的コンピュータ+の一端であるオフィスコンピュー

タとパーソナルコンピュータの比重交を表1に示す｡現一状では

処理速度やメモリ答呈などの性能機能に差が認められるもの

の,間もなくこれらの差はなくなるものと思われる｡しかし,

｢伝統的コンピュータ+の世界ではユ】サー側と供給者側か

程度の差こそあれ前述のようにウェットな関係を保っている

のに対し,パ【ソナルコンピュータはハードウェア,ソフト
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表Iパーソナルコンピュータとオフィスコンピュータ 現時点で

は,性能上両者に差が認められるが.間もなく差異は不明確となるであろう｡

むしろ,価格や運用･体制上の差異が重要である｡

機J憧
項 目

パーソナルコンピュータ オフィスコンピュータ

運

用

体

制

l.用途･使用者 汎用･個人.不特定多数 専用･当該業務従事者

2.基本システム
価格の目安

-300万円 ～3ノ000万円

購入方法:買取りが一般的 購入方法:レンタル･リースが一般的

3.システムコン

サルテーション
× ○

4.システム(プロ 個人 当該職場,電子計算機室
グラム)開発 市販のプログラム利用 又はメーカー(ソフトウエアハウス)

5.保 守 個人又は必要時メーカー依頼 保守契約による定期保守

性

能

6.主記憶容量 ～256kバイト程度 ～5】2kバイト程度

7.補助記憶装置

ミニフロッピーディスク(5エインチ) 標準フロッピーディスク(畠インチ)
標準フロッピーディスク(8インチ) 磁気ディスク
(0.Z5～2Mバイト) (0.5-10Mバイト)

8.処王里速度 △ (⊃

9.プログラム言語 BASIC,簡易言語.機械語など CO[lO+,RPG.FORTRANなど

10.RAS機能 △ r⊃

ll.通信機能 △ ⊂)

;主:略語説明

RAS(Rel･ab･=y.Availa州ty.Serv■Ceab=巾)

RPG(Report Program Generatorの略で,報告書や帳票を作成する事務計算用プログラム向き

のコンパイラ言語を言う｡)

ウェアの販売,利用,保守などの構造が相違し,ユーザー側

と供給者側がドライな関係となっており,これが価格差を生

ずる大きな一凶ともなっている｡

2.2.3 今後の動向

(1)元来システムやプログラムの開発は｢エンドユーザー自

身が行なう+ものであるとは言え,現時点ではエンドユーザ

ー自身でそれらの開発が難しい場合も多い｡メーカーやソフ

トウエア会社による簡易言語,アプリケーションソフトウェ

アなどの開発,流通体制の整備などが必要であろう｡

(2)ウエットなシステムであるホストコンピュータとの関係

が現状では疎遠であり,全体として融合したシステムを構築

しにくい｡パーソナルコンピュータの勢力はホストコンピュ

ータ側からみて無視できなし､ものとなりつつあり,また,パ

ーソナルコンピュータ側もホビーにだけ安住し,ホストコン

ピュータ側の財産を無視することは許されなくなるであろう｡

双方からの積極的接近により,双■方の特長を生かしたOAシス

テムの構築が必要である｡現在はそうした新しい時代への過

渡期である｡

田 技術動向

3.1 ハードウェア

(1)マイクロプロセッサ

マイクロプロセッサとパーソナルコンピュータの関係を図2

に示す｡一般には,8ビット以上のマイクロプロセ､ソサが使

われており,その系列は,6800を起源とする68系と8080の原

形8008から発展した80系とがあー),パーソナルコンピュータ

もこの2系列に大別される｡8ビット,68系では,6502,6800

が初期のパーソナルコンピュータに使われ,最近では6809が

主力である｡また,80系では,8080A,80粥が当初使われ,

最近ではZ-80が多く使われている｡更に,1981年に入ってか

らは,16ビットのマイクロプロセッサを使った製品も発表され

つつある｡これらマイクロプロセッサの処理能力を揖則演算

機能を例にとって比べると,6800,8080A及び8085の初期8

ビットプロセ､ソサは,8ビットの加減算だけであったが,6809

では16ビットの加i成算,更には8ビットの乗算も可能となっ

ている｡16ビットの8086では内部レジスタが16ビット,加減

束除が可能であり,68000に至っては32ビットの内部レジス

タがあり,32ビットの加減算,16ビットの乗除が可能となっ

ている｡一般に68000は6800に比べ10～25倍,8鵬6は8080Aの

7～12倍の性能と言われている｡このように,マイクロプロ

38

6502

CBM4032

Apple-ⅠⅠ

VIC-1001

88系

80系

6800

8080A

トー8ビット

6809 68000

ベーシックマスターレベル3

M】CRO-8

CX▼1

*注 内部構造は8086と

同い6ビット.パ

ス形式は8ビット

8085

Z-80

PC8001

TRS¶80

MZ-80

1F-800

8088書 8086

l-16ビット→

図2 マイクロプロセッサの発展とパーソナルコンピュータの関

係 マイクロプロセッサは68系と80系の2系列に大別され,パーソナルコン

ピュータもこれに応じて2系列となっている｡現在8ビットのものがほとんど

であるが,間もなく16ビットのものも多数出現すると思われる｡

セッサの処理能力は,日に日に強力となりつつある｡

(2)メ モリ

パーソナルコンピュータの主メモリは,RAM(Random

Access Memory)とROM(Read Only Memory)が使われる｡

RAMは,価格が安く集積度か大きいとの観点から,ダイナミ

ックRAMが最も多く使用されている｡昭和53年ごろは4kビ

ットが,そして翌54年から55年にかけては16kビットが,56

年に入ると64kビットが傾用され,やがては256kビ､ソトが使

われるのも時間の問題である｡特に,8ビットのパーソナル

コンピュータでは,‾最大メモリ空間が64kバイトであるため,

64kビットのRAMを8個実装するだけで最大実装となり,コ

ンパクトな基板設計ができる｡またROMは,一般にはBASIC

のインタプリタ,あるいはキャラクタゼネレータの文字フォ

ントの格納に用いられる｡ROMはマスクROMとEPROM

(Erasable and Programmable Read Only Memory)とがあ

り,量産にはマスクROMが利用されることが多い｡ROMも

RAM同様集積度拡大が行なわれ,16kビ､ソト,64kビ､ソトと

なり最近は128kビットが使われている｡これらメモリの高集

積化と低価格化が,パーソナルコンピュータ普及の大きな原

因の一つと言える｡

(3)表示画面とCRTデイスフロレイ

表示できる文字数とグラフィック解イ象度は,初期のパーソ

ナルコンピュータ,例えば,日立製作所のベーシックマスタ

ー･レベル1では,32字×24行,白黒,グラフィック解像度

64ドット×48ドットの粗いものであった｡これは,ディスプ

レイ装置に,家庭用テレビジョン受信機を使えることを前提

としていたためである｡やがて,ビジネス用を目指すべーシ

ックマスター･レベル3になると,最大80字×25行,グラフ

ィック解像度640ドット×200ドット,8色のカラーと高精細

化した｡

パーソナルコンピュータの画面の高精細化は更に発展する

傾向にあり,1,024ドット×1,024トソトの解像度をもつパー

ソナルコンピュータの実現も,そう遠くないと思われる｡こ

れら表示の高精細化,カラー化に伴い,CRT(Cathode Ray

Tube)ディスプレイも,家庭用のテレビジョン受信機から



RGB(赤･緑･青)二原色を駆動する専用ディスプレイになり,

更に,走査方式も525本のテレビジョンー乏イご機と同じ標準走査

‾方式から高精細専用の走査方式に変わりつつある｡

(4)補肋記1意装置

初期のホビー中心の時代には,プログラムを記憶させてお

く安価な装置としては,オーディオカセットテ【プか主i充で

あった｡しかし,プログラムやデータのセーブ,ロードに時

間がかかり,またランダムアクセスが不■可能である｡これら

の問題点をカバーするものとしてフレキシブルディスク装置

(一般にはフロッピーディスク装置と呼ばれている)がある｡

8インチ標準フレキシブルディスクと,5-をインチのミニフレ

キシブルディスク(一般にはミニフロッピーディスク)がある

が,5÷インチが′ト形の点を買われて多く使われている｡

5÷インチディスクは,アンフオ【マット時で片面単密度

125kバイ ト 両面倍鵠り空で500kバイト,向面倍密度倍トラ

ック1Mバイトと記憶容量を拡大させてきており,5-をインチ

で,8インチと向じ1.6Mバイトの記憶容量をもつことも夢で

はなくなってきている｡また別系列として,3インチのコン

パクトフロ､ノピーディスクい見桔提案され,小形･高密度化

が進みつつある｡

更には､記憶容量の大きいハードディスクも採用され始め,

5÷インチ,ミニフレキシブルディスクとほぼ向じ寸法で,

6～10Mバイトの記憶容量をもっている｡

これらハードディ スクは,16ビットパーソナルコンビュ【

タの登場でいっそう採用に相中がかかると思われる｡

(5)プりンタ

初期には,価格の安い放電メこのプリンタが使われていた｡

業務絹として,安価な普通紙が使えないノ1二が問題であり,イ

ンパクト式が主流になってきている｡活字インパクト式とド

ットインパクト式とがあるが,グラフィックや漢字の印字の

観点からドットインパクト式が主力となっている｡しかし,

インパクト式は騒音を出すこと,またド､ソトインパクト式は,

f古宇インパクト式に比べ文7二品質に難点があるが,価格/性

能の面から当分利用されるであろう｡また,印字文字数とし

て40字/行,80字/行及び132字/行があるが,ビジネス用途を

考えると,80字/行以上,132字/行が必要である｡

(6)通信インタフェース

従来のパーソナルコンピュータは,主として独立的に使わ

れることを想定してきたため,強力な通信インタフェースを

もつものはほとんどなく,無籍り寺卸手順1),RS-232Cl)インタフ

ェースを標準にもつものが多い｡今後のOAシステム朕開によ

り,大形コンピュータ,ミニコンピュータとの接続,あるし､

はパーソナルコンピュータ同十の芋窪続など,ネットワークの

構築が盛んになると思われる｡二のため,SYN同期伝送,ハ

イ レベルデータ伝送1ト3)などの高度な通信インタフェ▼スも

才采用されるかも知れない｡

3.2 ソフトウェア

パーソナルコンピュータには,その生い立ちの時点からソ

ース70ログラムを実行順に逐二大機械語に通訳するインタプリ

タ形のBASIC言語が採用された｡その理由は,(1)BASICが

初心者向けに開発された言語であること,(2)プログラムの入

力が対話形式であl),プログラムの作成,デバッグが容易で

あること,(3)インタプリタ方式は,面倒なコンパイル作業が

なく,初心者でもすぐプログラムを実行できること,(4)イン

タプリタ方式は,メモリ容量を′トさくできること,などの長

所があったからである｡一方,短所としては,インタプリタ

であるため処理速度が遅いことである｡
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初期のインタプリタは,4kバイト程度の整数演算形BASIC

であったが､ビジネス用途では能力不足で,実数演算や文字

ストリング処理も可能な高機能BASICへ,更には,多数桁演

算,計算結果の出力制御,図形処理,ライトペンの制御も行

なうビジネス用BASICへと発展し,所要メモリ容量も24～40k

バイトと巨大化している｡従来のBASIC主体のパーソナルコ

ンピュータは,電き原投入と同時にインタプリタが走り､プロ

グラムグ)作成,デバッグ,実行､プログラム,データのセー

ブ,ロード,プリンタ出力と,すべてBASICインタプリタの

管理下で統一的にオペレーションできる構造である｡すなわ

ち,このパ∬ソナルコンピュータのOS(オペレーティングシ

ステム)は,BASICインタプリタそれ臼身が兼ね備えてもっ

ていると言える｡

一‾方,パーソナルコンピュータで,FORTRAN,COBOL,

PASCALを走らせるためには,ソースプログラム作成,編集,

コンパイル,リンケージ1)などの複雑な操作手順が必要とな

り,これを解音大するための手段,すなわちOSが必要となる｡

その際,フレキシブルディスクあるいはハードディスクなど

の強力なファイル装置が装備されていることが不吋欠となる｡

OSとしては,CP/M,FLEXなどが米国では有名である｡今

後′ヾ-ソナルコンピュータもBASIC言語を脱却し,FORTRAN,

COBOL,PASCALなどが使われると予想される｡また,

BASICもインタプリタ形からコンパイラ形に変えることによ

って,処理速度の改善ができる｡

更に,最近では作表機能,計算機能をモジュ【ル化して,

簡単なコマンドで組み合わせる簡易言吉吾が登場し注目をi谷びつ

つある｡これらも,パ【ソナルコンピュータをよI)大衆化する

ための一手段として有効であると考える｡以上パーソナルコン

ピュータのシステムソフトウェアの推移について図3に示す｡
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一

｢
1
一
-
川
1
1
■
L

ー

｢ノ､

-

例

一

の

8ビット系

CP/M"80

MP/M仙80
FLEX

16ビット系

CP/M-86

MP/M-86
MS一･DOS

〕NlX

機械語 監s驚 急s悪 監s語 OS

4kバイト8～16kバイト2卜40kバイト

所要メモリ容量

BASIC
インタプリタ

l

コンパイラ

FORTRAN】

COBO+l

PASCALl
簡易言語

BASIC主体の
パーソナルコンピュータ

注:略語説明ほか

OS(オペレ【ティングシステム)

10S形の
パーソナルコンピュータ

E㌶‾思,諾芯諾6j朋ディジタルリサ→社の登鯛標
MS-DOS 米国マイクロソフト社の登錦商標

FLEX 米国テクニカルシステムズコンサルタント社の登録商標

UNIX 米国ウェスタンエレクトリック社の登緑商標

図3 パーソナルコンピュータのシステムソフトウェアの発展

パーソナルコンピュータのソフトウェアは,BASIC主体で製品化が始まったが,

その後,高機能化を目指してOSをもったものが登場L始めた｡
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表2 パーソナル]ンピュータの適用業務 どの例も個人あるいは部課などの集団の事務作業改善に役立つものと思われる｡集団ごとに事務の内容が異

なり,それぞれ工夫が必要と思われる｡

分 類 例

主 な 機 能 代 表 的 具 体 例

作

表

作グ

フ

成フ

検

索

保デ

l

存タ

*

整

理

出プ
リ

ン

カタ

通

信

名 称 内 容

予 実 算 管 理

○

〔)

(⊃ ⊂) ⊂) (⊃ 予算作成 部,課なと-での年･月次の予算表作成･修正
(⊃ ⊂) ○ ○ 売上管理 同上での年･月･日次の品目こと集計 予算との比較

○ ⊂) ⊂) 経真(間接費など)管理 郡･課単位での項目ごと出納簿.オーニ(一瞥昔なと･｡

在 庫 管 理
C) ⊂) ⊂)

･○ ⊂) 交換部品管理 ディーラーでの保守部品管王里,不足品発注(数百品目孝呈度)
(⊃ ⊂) D (⊃ 事務用品管理 部･課単位での事務用晶M/T.フロツピーディスクなど管理

顧 客 管 理
○ ⊂) こ) 〇 購入品管理 家庭用電気品店ユーザーニとの購入品把握 買い替えアドバイス DMなと
○ ⊂〉 ○ C 代金回収管理 顧客(数百人程度)き礼 文は品目(数百程度)別の代金回収状況管理

集 計･統 計

○

〇
(コ ⊂ノ (⊃ 注文伝票集計 代玉里店からの注文品の品目ごと集計 発注 表庭用電気品愛用者カードの集計など

○ C) JO 〈つ アンケート集計 複数項目の集計結果から2軸抽出し,様々な側面から分析など｡

医療費計算 診療ごとの医療点数計算,冶療費算出

スケジュール管理
○ ○ 予約管理 会議室,駐車場 備品貸出などの予約管理
r⊃ 面談管王里 秘書,受付での面談予定作成,来客時の確認案内

庶務･総務一倍
⊂) (､J ｢､､. 旅費計算 定期券,出張旅費計算

(⊃ (⊃ こ 勤務管･哩 残業集計･調整計画

計 算
(⊃ し) ニ 技術計算 簡単な設計計算(ばね計算 合成抵抗値計算など)
C) く⊃ 経営計画シミュレーション 入金,借入金,出金計画から経営状況をシミュレート

情 報 検 索 ○ (⊃ ･､ノ 名利.書類管理 名刺･書類名宝毒壱.保管場所検索なと｡

他機器との接続

コンピュータ端末

〔)

(〕

(⊃
〔⊃

⊂)

ー+

○

ビデオディスク画面検索 ビデオディスクの動画･静止画の検索.モニタテレビジョンヘの表示
作図 ×Yプロッタによるパーソナルコンピュータ作成のグラフなど作図

〔コ

○

･こ〕

○

電子メール

ホストコンピュータデータ出力

パーソナルコンピュータ相互間の非同期メッセージ通信,ホストコンピュータを介した場合は返信の期限管理,メソ

セ【ジのステータス管理も可能

データの照会,ファイル伝送.グラフ出力なと=

注:* 並べ替え,集計を表わす｡

日 日立パーソナルコンピュータ

日立製作所では,ベーシックマスターレベル3システム及び

データパル20と称する2種の製品を提供している｡両製品共,

素人にも使えることを目的とし,習得しやすいBASIC言語を

基本としたものであるが,両製品の位置づけには若干の相違

がある｡ベーシックマスターレベル3はホビー用を目的とした

旧レベル2を大幅に改良し,ホビーから中′ト企業,更には大

企業の個々の現場でのビジネスに至るまで広範な用途を対象

とし,平仮名やグラフィックが使用でき,簡易言語BMCALC

やアセンブラエディタも用意されており,5÷インチ,8イン

チフロッピーディスク,2種類のプリンタなど各種周辺装置

への柔軟性をもっている｡一方,データパル20は,ホビーで

なく,始めからビジネス用を対象とし,オフィスコンピュー

タの投下位機を低価格で提供しようとするものである｡両面

倍密度8インチフロッピーディスク2台を標準実装し,ファ

イル管理機能に設計上の重点を置いた｡これらの詳細につい

ては,本特集号の別論文｢ベーシックマスターレベル3シス

テム+及び｢ビジネス用デスクトソブコンビュータ"Data Pa1

20''+に述べている｡

ロ ビジネスへの適用状況と動向

これまではビジネス用と言えども,まず1台購入という試

行的導入(企業内ホビー)が多かったが,最近は真の利用を目

指したビジネスへの適用が目立ってきている｡動機としても,

安価だから,電子計算機室にやってもらえないから,という

理由で利用部門が導入する消極的な形から,電子計算機室主

き尊のシステムとは機能の異なる領i或であることを意識した積

極的な形の導入が始まっている｡

したがって,導入の主体も利用部門が独自にというより,

電子計算機部門をも含めた全社的改善をねらった体制が中心

になりつつある｡

ビジネスでの適用業務は表2に例を示したが,どの例も

(1)個人又は係や課ごとに仕事のやり方が異なるような小規模

な領域に属し,(2)作表,表のグラフ化,条件による検索,デ

ータの並べ替え,データ保存など,事務の基本機能をソフト

ウェアで複合化,システム化しているところに特徴がある｡

このうち個人でも仕事ごとにやり方を替える場合(旅費計算

40

や勤務管理)に簡易言語による汎用プログラムが役立ち,一

連の手順を決めて処理する仕事(アンケート集計やシミュレー

ション)はBASICで工夫して組むという違いがある｡そして,

いずれも効率や仕事の質の良さはソフトウェアによるため,多

くの企業が社内にBASIC言語や仕事の分析方法のための研順

に力を入れている｡

また,手作りのテキストやサンプルプログラムによる教育,

職場単位のリーダ育成,仕事の専門`家同士のコピ【によるソ

フトウェアの流通,部課長会議での全部門推進競争の実施な

ど,という新しい普及活動か注目されている｡

最近の動向として,図形合成や画像検索との組合せやホス

トコンヒュ一夕との通信など複合化が盛んであり,この場合,

メモリ容量,入力負荷対‾策と,各種ソフトウェア間の結合及

び保守のグレードアップが最大の課題となりつつある｡

導入企業ではこれらの技術見通しに合わせて,適用を進め

ているこ状況にあるが,前述の技術課題が低コストで実現され

れば,二れまで以上に普及が進むと思われる｡

l司 結 言

パーソナルコンピュータは学習用,ホビー用として出発し

たが,ビジネス用としての比率が年々高まI)つつある｡性能

機能の向上も著しく,近い将来オフィスコンピュータとの差

は認めにく くなるであろう｡Lかし,パーソナルコンピュー

タは｢エンドユ【ザー自身による活用+を基本とする点が特

徴である｡これは｢コンピュータ+の概念の重要な変化であ

り,もし｢エンドユーザー自身による活用+が真に社会に′受

け入れられるとすれば,それはコンピュータ大衆化の時代を

迎えることを意味し,コンピュータ産業の構造,コンピュー

タを利用する例の産業構造,更には社会全般構造の質的変化

につながる可能性があると考えられる｡

参考文献

1) 日立製作所コンピュータ事業本部教育センタ部:HITAC用語

集,日立二製作所(昭53-1)

2)情報処理!学会編:情報処理ハンドブック,p.958～966,オーム

社(1980-3)

3)J.E.McNamara,音度部弘之訳:コンピュータデータ通信技術,

p.163-194,CQ出版




